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に
進
ま
れ
ご
拝
礼
、
黙
祷
さ
れ
、
そ
れ
に
合
わ

せ
て
参
列
者
一
同
も
拝
礼
、
黙
祷
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
参
列
者
一
同
に
見
送
ら
れ
な
が
ら

退
場
さ
れ
た
。
続
い
て
陸
上
、
海
上
、
航
空
の

各
自
衛
隊
が
一
体
と
な
っ
た
統
合
部
隊
に
よ

る
拝
礼
が
行
わ
れ
た
。
陸
上
自
衛
隊
か
ら
第

1
普
通
科
連
隊
（
東
京
都
練
馬
区
）、
海
上
自

衛
隊
か
ら
下
総
教
育
航
空
群
（
千
葉
県
柏
市
）、

航
空
自
衛
隊
か
ら
航
空
気
象
群
を
は
じ
め
と

す
る
各
部
隊
（
東
京
都
府
中
市
）
及
び
原
田

悠
生
2
等
空
尉
を
指
揮
者
と
す
る
航
空
自
衛

隊
航
空
中
央
音
楽
隊（
府
中
市
）が
参
列
し
た
。

　

最
後
に
、
祭
主
、
総
理
大
臣
代
理
、
日
本

遺
族
会
会
長
、
都
府
県
各
遺
族
会
及
び
戦
友

会
の
代
表
、
参
列
の
来
賓
等
60
名
余
が
献
花

し
、
奉
仕
会
評
議
員
小
坂
敬
が
締
め
の
献
花

を
行
っ
て
式
典
は
午
後
2
時
15
分
、
滞
り
な

く
終
了
し
た
。
じ
後
、
参
列
者
に
よ
る
焼
香

が
行
わ
れ
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
東
京
都
隊
友
会
会
員

71
名
の
支
援
を
う
け
、
ま
た
式
典
の
司
会
進
行

を
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
阿
南
貴
恵
さ
ん
が
務
め
た
。

　

な
お
、
本
紙
2
面
に
本
慰
霊
祭
の
式
次
第

と
写
真
を
掲
載
す
る
。

　

10
月
18
日
、
常
陸
宮
妃
華
子
殿
下
を
お
迎

え
し
て
、「
令
和
6
年
度
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓

苑
秋
季
慰
霊
祭
」
が
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
た
。

式
典
に
は
、
内
閣
総
理
大
臣
（
代
理
）
を
は

じ
め
、
ご
遺
族
や
戦
友
会
関
係
者
、
厚
生
労

働
大
臣
、
環
境
大
臣
、
防
衛
大
臣
、
政
党
党
首
、

駐
日
大
使
等
、
自
衛
隊
の
高
官
等
、
内
外
の

多
数
の
関
係
者
（
代
理
を
含
む
）
が
参
列
し
、

今
日
の
平
和
と
繁
栄
の
礎
と
な
ら
れ
た
先
の
大

戦
で
の
全
戦
没
者
に
対
し
て
感
謝
と
哀
悼
の

誠
を
捧
げ
た
。

　

式
典
は
午
後
1
時
に
開
始
さ
れ
、
奉
仕
会

理
事
長
榊
枝
宗
男
に
よ
る
開
始
式
の
辞
の
あ
と
、

航
空
自
衛
隊
航
空
中
央
音
楽
隊
の
奏
楽
に
よ

る
国
歌
斉
唱
で
開
始
さ
れ
た
。
引
き
続
き
、

表
千
家
流
の
小
野
弘
子
氏
に
よ
る
献
茶
の
儀

が
行
わ
れ
た
。
次
い
で
奉
仕
会
会
長
鈴
木
俊
一

（
前
財
務
大
臣
）
の
式
辞
を
同
副
会
長
草
刈

隆
郎
が
代
読
し
、
全
戦
没
者
に
対
し
て
心
か

ら
な
る
感
謝
と
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
た
。

　

次
に
、
奉
納
行
事
は
、
吉
永
龍
奏
氏
に
よ

る
昭
和
天
皇
の
御
製
吟
詠
と
琵
琶
演
奏
、
次

い
で
竹
内
一
香
氏
（
尺
八
安
藤
一
感
氏
）
に

よ
る
上
皇
陛
下
御
製
が
吟
詠
さ
れ
、
続
い
て
音

羽
ゆ
り
か
ご
会
・
海
沼
会
長
の
挨
拶
に
引
き

続
き
小
学
生
12
名
に
よ
る
「
海
ゆ
か
ば
」、「
い

つ
か
え
る
」
及
び
「
里
の
秋
」
の
唱
歌
が
奉
唱

さ
れ
、
広
い
苑
内
隅
々
ま
で
響
き
渡
っ
た
。

　

そ
の
後
、
石
破
内
閣
総
理
大
臣
の
「
追
悼

の
辞
」（
内
閣
官
房
副
長
官
佐
藤
文
俊
氏
が
代

読
）
で
「
戦
争
の
惨
禍
を
二
度
と
繰
り
返
さ

な
い
と
い
う
決
意
を
貫
い
て
い
く
た
め
に
は
、

先
の
大
戦
の
記
憶
を
次
の
世
代
に
継
承
し
て
い

か
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
の
決
意
を
述
べ
ら
れ
た
。

　

引
き
続
き
、
常
陸
宮
妃
華
子
殿
下
が
墓
前

　

令
和
６
年
度
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑

　

秋
季
慰
霊
祭
を
挙
行

　
　
　
　
　

常
陸
宮
妃
華
子
殿
下
の
ご
臨
席
の
も
と

（
第
二
面
に
つ
づ
く
）

　

内
閣
総
理
大
臣

　
　

追
悼
の
辞

　

本
日
、
常
陸
宮
妃
華
子

殿
下
の
御
臨
席
の
下
、
千

鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
秋
季

慰
霊
祭
が
挙
行
さ
れ
る
に

当
た
り
、
謹
ん
で
追
悼
の

言
葉
を
申
し
述
べ
ま
す
。

　

先
の
大
戦
で
は
、
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑

に
眠
ら
れ
て
い
る
三
十
七
万
余
の
方
々
を
始
め
、

多
く
の
方
々
が
、
戦
禍
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は

戦
後
、
遠
い
異
郷
の
地
で
命
を
落
と
さ
れ
ま
し

た
。
改
め
て
、
心
よ
り
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
ま
す
。

　

終
戦
か
ら
79
年
の
歳
月
が
流
れ
た
今
日
、

未
だ
帰
還
を
果
た
さ
れ
て
い
な
い
多
く
の
ご
遺

骨
の
こ
と
も
、
決
し
て
忘
れ
ま
せ
ん
。
遺
骨
収

集
推
進
法
に
基
づ
き
、
国
の
責
務
と
し
て
、
一

日
も
早
く
ふ
る
さ
と
に
お
迎
え
で
き
る
よ
う
、

全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
、
私
た
ち
が
享
受
し
て
い
る
平
和
と
繁

栄
は
、
戦
没
者
の
皆
様
の
尊
い
命
と
、
苦
難
の

歴
史
の
上
に
築
か
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
戦

争
の
惨
禍
を
、
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
。
歳
月

が
い
か
に
流
れ
よ
う
と
も
、
先
の
大
戦
の
記
憶

を
世
代
を
超
え
て
継
承
し
、
こ
の
決
然
た
る
誓

い
を
今
後
も
貫
い
て
ま
い
り
ま
す
。
歴
史
の
教

訓
を
深
く
胸
に
刻
み
、
未
だ
悲
惨
な
争
い
が

絶
え
る
こ
と
の
な
い
世
界
に
あ
っ
て
、
今
後
と

も
、世
界
の
平
和
と
繁
栄
に
能
う
限
り
貢
献
し
、

こ
れ
か
ら
の
世
代
の
た
め
に
、
未
来
を
切
り
拓

い
て
ま
い
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
戦

没
者
の
御
霊
の
安

ら
か
な
ら
ん
こ
と

を
、
ご
遺
族
の
皆

様
に
は
、
ご
多
幸

を
、
心
よ
り
お
祈

り
し
、
追
悼
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
6
年
10
月
18
日

　
　

内
閣
総
理
大
臣　

石
破　

茂

　
　
（
代
読　

内
閣
官
房
副
長
官

　
　
　
　
　
　
　
　

  

佐
藤　

文
俊
）

　

式　

   

辞

　

本
日
こ
こ
に
、
常
陸
宮
妃
華
子
殿
下
の
御

臨
席
を
仰
ぎ
、
戦
没
者
の
ご
遺
族
並
び
に
各

界
代
表
の
ご
参
列
を
頂
き
、
令
和
6
年
度
秋

季
慰
霊
祭
を
挙
行
で
き
ま
す
こ
と
は
、
誠
に

感
激
に
堪
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

終
戦
以
来
、
本
年
は
す
で
に
79
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。
先
の
大
戦
に
お
き
ま
し
て
は
、
多

く
の
同
胞
が
祖
国
の
安
泰
を
祈
念
し
つ
つ
戦
場

に
赴
き
、
勇
戦
敢
闘
、
戦
火
に
散
り
、
あ
る
い

は
極
寒
、
辺
境
の
地
に
お
い
て
抑
留
中
に
一
命

を
失
わ
れ
ま
し
た
。
更
に
、
ま
た
少
な
か
ら
ざ

る
一
般
邦
人
の
方
々
が
、
戦
闘
に
巻
き
込
ま

れ
て
、
い
た
ま
し
く
も
お
命
を
失
い
ま
し
た
。

 

祖
国
を
離
れ
、
遠
い
異
国
の
地
で
、
愛
す
る

ご
家
族
、
伴
侶
、
子
供
、
両
親
を
、
そ
し
て

故
郷
の
山
河
を
思
い
な
が
ら
貴
い
命
を
国
の
た

め
に
捧
げ
ら
れ
た
戦
没
者
の
心
を
想
う
と
き

万
感
胸
に
迫
り
、
筆
舌
に
尽
く
し
難
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
一
方
で
愛
し
い
方
々
を

失
わ
れ
た
御
遺
族
の
御
心
情
を
察
す
る
に
、

今
な
お
耐
え
難
い
、
深
い
胸
の
痛
み
を
覚
え
る

の
で
あ
り
ま
す
。

　

一
昨
年
二
月
に
始
ま
っ
た
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
や
中
東
で
の
紛
争
な
ど
国
際
情
勢

の
変
化
が
激
し
い
今
日
に
お
い
て
も
、
私
達
は
、

平
和
で
豊
か
な
生
活
を
享
受
し
て
お
り
ま
す
が
、

そ
れ
が
戦
没
者
の
方
々
の
犠
牲
の
上
に
築
か
れ

た
も
の
で
あ
り
、
英
霊
の
御
加
護
に
よ
る
も
の

昭
和
天
皇
御
製
碑

　
　
　
秩
父
宮
勢
津
子
妃
殿
下
揮
毫

く
に
の
た
め
い
の
ち

　
　

さ
さ
げ
し
ひ
と

く
の

こ
と
を
お
も
へ
ば
む
ね
せ
ま
り

　
　
　
　
　
　
　
　

  

く
る

上
皇
陛
下
御
製
碑

　
　
　
常
陸
宮
華
子
妃
殿
下
揮
毫

戦
な
き
世
を

　
　

歩
み
き
て
思
ひ
出
づ

　

か
の
難
き
日
を

　
　
　
　

生
き
し
人
々

ご臨席された常陸宮妃華子殿下

ご拝礼される常陸宮妃華子殿下

内閣総理大臣追悼の辞（佐藤文俊内閣官房副長官）



令 和 6 年 11 月 1 日 千　　　鳥　　　ヶ　　　淵 奇数月１日発行　第570号（２）

この刊行物は、 の社会貢献広報事業として助成を受け作成されたものです。

で
あ
る
こ
と
を
片
時
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

　

こ
こ
に
静
か
に
頭
を
垂
れ
、
謹
ん
で
国
難
に

殉
じ
ら
れ
た
戦
没
者
の
方
々
に
、
心
か
ら
な
る

感
謝
と
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
、
御
冥
福
を
お
祈

り
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

当
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
に
は
、
現
在
、

海
外
で
戦
没
さ
れ
た
方
々
で
、
お
名
前
が
分
か

ら
な
い
等
の
た
め
、
御
遺
族
に
お
渡
し
出
来
な

い
御
遺
骨
、
三
十
七
万
六
百
九
十
一
柱
が
奉

安
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
御
遺
骨
収
容
の
努
力

は
今
な
お
続
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今
日

未
だ
海
外
に
百
十
二
万
人
の
御
遺
骨
が
残
さ

れ
て
お
り
、
一
日
も
早
い
御
帰
還
が
果
た
さ
れ
、

ご
遺
族
の
皆
様
に
心
か
ら
の
安
ら
ぎ
が
も
た
ら

さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
ど
も
は
、
今
後
と
も
、
当
墓
苑
が
全
戦

没
者
に
対
す
る
慰
霊
奉
賛
の
灯
火
を
守
る
国

民
的
聖
苑
と
し
て
、
こ
れ
を
確
実
に
次
の
世
代

へ
と
継
承
す
べ
く
努
力
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
今
一
度
、
戦
没
者
の
御
霊
に
平

安
を
、
ご
遺
族
の
皆
様
の
ご
多
幸
を
心
よ
り

お
祈
り
し
、
式
辞
と
致
し
ま
す
。

　

本
日
は
誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

令
和
6
年
10
月
18
日

　
　

公
益
財
団
法
人

　
　
　
　

千
鳥
ケ
淵
戦
没
者
墓
苑
奉
仕
会

　

会
長　
　

鈴
木　

俊
一

　
（
代
読　

奉
仕
会
副
会
長　

草
刈　

隆
郎
）

（
第
一
面
か
ら
つ
づ
く
）

慰 霊 祭 式 次 第

1  諸 員 参 集
2  常 陸 宮 妃 華 子 殿 下 御 参 着
3  常 陸 宮 妃 華 子 殿 下 御 臨 場
4  開 式 の 辞
5  国 歌 斉 唱
6  献 茶 の 儀
7  式 辞
8  昭 和 天 皇 御 製 奉 誦
　 上 皇 陛 下 御 製 奉 誦
9  童 謡 唱 歌 奉 唱
10 追 悼 の 辞
11 常 陸 宮 妃 華 子 殿 下 御 拝 礼
　 一 同 拝 礼 ･ 黙 祷
12 常 陸 宮 妃 華 子 殿 下 御 退 場
13 陸・ 海・ 空 自 衛 隊 部 隊 拝 礼
14 献 　 花
15 閉 式 の 辞
16 一 般 焼 香

式辞（草刈隆郎副会長）

祭壇

献茶の儀　表千家流　小野弘子先生

童謡唱歌奉唱　音羽ゆりかご会

献花に向かう遺族会・戦友会代表

一般焼香閉式の辞を述べる榊枝理事長

上皇陛下御製奉誦　竹内一香・安藤一感先生

陸海空自衛隊統合部隊による拝礼

航空自衛隊航空中央音楽隊

献花する英国大使及び同武官

国歌斉唱でご起立される妃殿下

昭和天皇御製奉誦　吉永龍奏先生
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各
団
体
の
慰
霊
参
拝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

甲飛喇叭隊　6年8月4日

福岡県遺族会（２）6年8月14日

宮崎県遺族会　6年8月14日

長野県神社庁青少年　6年8月6日

大分県遺族会　6年8月14日

佐賀県遺族会　6年8月14日

宮城県遺族会　6年8月14日福岡県遺族会（１）6年8月14日
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各
団
体
の
慰
霊
参
拝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

京都府遺族会（２）6年8月14日

鹿児島県遺族会　6年8月14日

熊本県遺族連合会　6年8月14日

京都府遺族会（１）6年8月14日 長崎県遺族会　6年8月14日

山形県遺族会　6年8月14日

京都府遺族会（３）6年8月14日

石川県遺族連合会　6年8月14日
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シ
ベ
リ
ア
・
モ
ン
ゴ
ル

　
　
　
　

抑
留
犠
牲
者
追
悼
の
集
い

　

8
月
23
日
、
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
に
お
い

て
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
者
支
援
セ
ン
タ
ー
（
代
表

世
話
人
・
有
光　

健
氏
）
主
催
の
「
第
22
回
シ

ベ
リ
ア
・
モ
ン
ゴ
ル
抑
留
犠
牲
者
追
悼
の
集
い
」

が
約
1
3
0
名
の
参
加
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。

　

本
追
悼
の
集
い
は
、
献
歌
と
し
て
「
異
国
の

丘
」
の
独
唱
で
始
ま
り
、
全
員
に
よ
る
黙
祷
の

の
ち
、
主
催
者
代
表
挨
拶
と
し
て
シ
ベ
リ
ア
抑

留
者
支
援
セ
ン
タ
ー
世
話
人
の
西
倉 

勝
さ
ん

（
99
歳
）
が
「
旧
ソ
連
に
よ
る
強
制
抑
留
の
原

因
究
明
や
責
任
の
追
及
も
放
置
さ
れ
た
ま
ま

で
あ
り
、
戦
後
80
年
を
前
に
課
題
解
決
に
向

け
て
国
民
的
な
議
論
を
求
め
ま
す
」
と
訴
え
た
。

　

次
い
で
、
厚
生
労
働
大
臣
（
代
理 

岡
本
利

久
審
議
官
）、
海
江
田
万
里
衆
議
院
副
議
長
、

及
び
各
党
代
表
国
会
議
員
が
追
悼
の
言
葉
を

述
べ
た
。
ま
た
、
シ
ベ
リ
ア
で
兄
を
亡
く
し
て

い
る
奥
見 

優
子
さ
ん
（
80
歳
）
が
遺
族
代
表

と
し
て
「
望
郷
の
念
に
駆
ら
れ
今
な
お
シ
ベ
リ

ア
の
大
地
に
眠
る
方
々
の
無
念
の
叫
び
を
背
に

感
じ
て
い
ま
す
」
と
述
べ
た
。
こ
の
間
、
衆
参

両
議
院
議
長
か
ら
の
弔
電
も
紹
介
さ
れ
た
。

　

最
後
に
参
列
者
全
員
に
よ
る
献
花
が
行
わ

れ
、
厳
粛
な
雰
囲
気
の
う
ち
に
追
悼
の
集
い
は

終
了
し
た
。

　

こ
の
追
悼
の
集
い
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
が
日
本

軍
捕
虜
移
送
の
秘
密
指
令
を
出
し
た
と
さ
れ

る
1
9
4
5
年
8
月
23
日
を
記
憶
に
留
め
よ

う
と
、
毎
年
こ
の
日
に
シ
ベ
リ
ア
抑
留
者
支
援

セ
ン
タ
ー
が
主
催
し
て
い
る
。

　

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
シ
ベ
リ
ア
や
モ
ン

ゴ
ル
に
抑
留
さ
れ
た
約
57
万
5
千
人
の
う
ち

約
5
万
5
千
人
が
抑
留
中
に
死
亡
し
た
。

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
（
西
本
願
寺
）

第
44
回
千
鳥
ヶ
淵
全
戦
没
者
追
悼
法
要

　

9
月
18
日
、
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
に
お

い
て
国
会
議
員
を
含
む
来
賓
約
60
名
及
び
門

徒
約
1
2
0
0
名
が
参
列
し
て
、
浄
土
真
宗

本
願
寺
派
（
西
本
願
寺
）
主
催
「
第
44
回
千

鳥
ヶ
淵
全
戦
没
者
追
悼
法
要
」
が
季
節
外
れ

の
残
暑
の
中
、
厳
粛
か
つ
盛
大
に
執
り
行
わ
れ

た
。

　

追
悼
法
要
の
冒
頭
、
宗
門
関
係
学
校
の
生

徒
作
文
の
朗
読
・
表
彰
式
が
行
わ
れ
、「
い
の

ち
の
尊
さ
」
と
「
非
戦
・
平
和
の
大
切
さ
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
生
徒
作
文
の
表
彰
と
朗
読
が
行

わ
れ
た
。
最
優
秀
賞
に
は
、
中
学
生
の
部
で
竹

村　

紗
南
さ
ん
の
「
一
つ
だ
け
の
命
」、
高
校

生
の
部
で
角
谷　

美
玖
さ
ん
の
「
言
葉
の
意

味
を
変
え
て
し
ま
っ
た
戦
争
」
が
選
ば
れ
た
。

　

次
い
で
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究

所
副
所
長
の
寺
本
知
正
氏
に
よ
る
恒
久
平
和

へ
の
願
い
を
新
た
に
す
る
主
旨
の
法
話
が
披
露

さ
れ
た
。
ま
た
、
仏
の
教
え
が
十
方
に
響
き
渡

る
こ
と
を
願
っ
て
受
賞
生
徒
二
人
が
平
和
の
鐘

を
撞
き
、
引
き
続
き
、
宗
門
と
し
て
恒
久
平

和
を
強
く
願
う
追
悼
法
要
が
行
わ
れ
、
最
後

に
導
師
・
中
尾
史
峰
築
地
本
願
寺
宗
務
長
が

三さ
ん

奉ぶ

請じ
ょ
う

を
執
り
行
い
追
悼
法
要
は
終
了
し
た
。

　

な
お
、
本
法
要
は
、
1
9
8
1（
昭
和
56
年
）

年
か
ら
、
先
の
大
戦
の
き
っ
か
け
の
一
つ
と
な

っ
た
柳り

ゅ
う
じ
ょ
う
こ

条
湖
事
件
の
日
（
9
月
18
日
）
に
毎

年
開
催
し
て
い
る
。

立
正
佼
成
会

　
　
　

千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
慰
霊
法
要

　

9
月
22
日
、
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
に
お

い
て
、
立
正
佼
成
会
主
催
「
第
66
回
千
鳥
ヶ

淵
戦
没
者
慰
霊
法
要
」
が
教
団
役
員
及
び
東

京
教
区
の
会
員
約
30
名
の
参
列
の
も
と
執
り

行
わ
れ
た
。

　

本
法
要
は
、
先
の
大
戦
を
は
じ
め
全
て
の
戦

争
犠
牲
者
に
回
向
の
誠
を
捧
げ
、
平
和
の
実

現
に
向
け
て
誓
い
を
新
た
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

慰
霊
法
要
は
導
師
で
あ
る
川
本
東
京
教
区

長
に
よ
る
読
経
供
養
に
始
ま
り
、
次
い
で
回
向

文
が
奏
上
さ
れ
、
平
和
へ
の
決
意
を
披
露
し
た
。

　

そ
の
後
、
焼
香
が
行
わ
れ
、
最
後
に
導
師

挨
拶
と
し
て
川
本
東
京
教
区
長
が
「
今
、
世

界
各
地
で
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
は
じ
め
と
し
て
、

多
く
の
方
が
戦
争
、
紛
争
に
よ
り
毎
日
命
を

落
と
し
て
い
る
。
私
た
ち
も
微
力
で
は
あ
る
が
、

世
界
の
平
和
を
願
い
な
が
ら
、
家
庭
の
平
和
、

家
庭
の
安
寧
を
目
指
し
進
ん
で
行
き
た
い
。
ま

た
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
へ
の
思
い
を
馳
せ
る

と
同
時
に
、
私
た
ち
が
平
和
で
安
寧
に
生
き

ら
れ
る
世
界
に
し
て
い
く
こ
と
が
、
亡
く
な
ら

れ
た
方
々
の
喜
び
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
」
と
述
べ
た
。

　

立
正
佼
成
会
は
、
当
墓
苑
が
昭
和
34
年
創
建

さ
れ
て
以
来
、
毎
年
秋
の
お
彼
岸
の
中
日
に
「
千

鳥
ヶ
淵
戦
没
者
慰
霊
法
要
」
を
開
催
し
て
い
る
。

参
拝
し
て
想
う（
休
憩
所
の
ノ
ー
ト
よ
り
）

〇
大
学
の
授
業
の
課
題
の
た
め
、
参
拝
に
来

ま
し
た
。
私
の
曽
祖
父
や
叔
父
は
戦
争
に
参

加
し
て
い
た
た
め
話
を
聞
い
た
こ
と
は
あ
っ
た

の
で
す
が
、
自
分
が
思
っ
て
い
た
よ
り
も
、
多

く
の
方
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
た
と
知
り
、
二
度

と
戦
争
を
し
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

今
の
日
本
は
爆
弾
や
飢
え
で
人
が
亡
く
な
る
こ

と
は
少
な
い
け
ど
、
そ
れ
は
あ
た
り
ま
え
で
な

く
、
守
り
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

し
た
。
日
本
を
守
る
た
め
に
戦
っ
て
く
れ
た
先

人
に
感
謝
し
て
大
切
に
一
日
を
生
き
て
い
き
ま

す
。
大
学
の
授
業
が
な
け
れ
ば
来
る
こ
と
は
な

か
っ
た
と
思
う
と
、
よ
り
多
く
の
若
者
に
来
て

い
た
だ
き
、
過
去
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
場

と
し
て
広
ま
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
自
分

の
ま
わ
り
だ
け
で
は
な
く
、
遠
い
と
こ
ろ
で
も

平
和
な
世
界
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

6
年
5
月　

大
学
生
（
21
才
）

〇
神
奈
川
県
立
綾
瀬
高
校
の
46
期
生
は
修
学

旅
行
で
広
島
に
行
き
ま
し
た
。
79
年
前
の
8

月
6
日
に
起
こ
っ
た
こ
と
を
学
び
、
平
和
の
尊

さ
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
私
達
は
今
年
度
成

人
な
り
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
作
っ
て
い
き
ま

す
。
平
和
の
道
を
歩
ん
で
ま
い
り
ま
す
と
、
こ

こ
に
眠
る
方
々
に
今
日
お
伝
え
し
た
く
て
参
り

ま
し
た
。
平
和
の
道
を
歩
む
。
歩
ん
で
ゆ
く
。

こ
れ
は
私
達
の
綾
瀬
高
校
46
期
生
の
総
意
で

す
。
綾
瀬
高
校
の
総
意
で
あ
り
ま
す
の
で
、
無

作
法
か
も
し
れ
ま
せ
ぬ
が
、
生
徒
会
長
と
し
て

記
名
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
眠
ら
れ
て

い
る
方
々
、
ど
う
か
安
ら
か
に
お
眠
り
下
さ
い
。

心
か
ら
心
か
ら
お
祈
り
致
し
ま
す
。

6
年
8
月　

綾
瀬
高
校
生
徒
会
長

◎
奉
仕
会
年
度
会
費
納
入
者
（
団
体
・
個
人
）（
敬
称
略
、
順
不
同
）

　

吉
倉　

靖
、
東　

美
保
、
花
田
雅
弘
、
石
川
正
英
、
稲
荷
智
則
、
荒
川　

勉
、
野
澤
和
浩

加
藤
憲
一
、
滝
沢
幹
雄

◎
新
入
会
員
（
敬
称
略
、
順
不
同
）
※
永
は
永
代
会
員
、
正
は
正
会
員
、
終
は
終
身
会
員

　
（
一
社
）
全
日
本
フ
ル
コ
ン
タ
ク
ト
空
手
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
永
）、
沖
田
康
宏
（
終
）、
河
野
哲

也
（
終
）、
山
賀
芳
紀
（
終
）、
芳
賀　

満
（
終
）、
森
田
イ
ツ
子
（
終
）、
浅
海
廣
積
（
終
）、
伊

集
院
兼
一
（
終
）、
豊
村
信
夫
（
終
）、
本
多
正
昭
（
終
）、
星
野
桂
一
（
終
）、
佐
田
康
昭
（
終
）

エ
ー
ス
パ
ワ
ー
㈱
（
永
）、
和
田
信
之
（
正
）、
一
宮　

亮
（
正
）、
多
田
昌
司
（
正
）、
小
松
稔

之
（
正
）

◎
奉
納
、
参
拝
団
体
・
参
拝
者
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

　

ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク
遺
族
会
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
者
支
援
セ
ン
タ
ー
、
普
明
会
教
団
、
善
隣
教

日
蓮
宗
総
務
院
伝
道
部
、
新
日
本
宗
教
青
年
会
連
盟
、
解
脱
会
、
水
交
会
、
真
の
道
、
フ
ォ
ー

ラ
ム
平
和
・
人
権
・
環
境
、
帝
国
華
道
院
研
究
部
、
二
尾
礼
子
、
上
村
淳
子
、
佐
藤
光
儀
、
佐

藤
律
子
、
森
山
ミ
キ
、
多
田　

宏
、
永
里
太
郎
、
清
水
孝
子
、
阿
形
充
規
、
柴
田
米
実
、
秀
平

良
子
、
東　

佐
知
子
、
美
山
光
庸
・
由
美
子
、
山
本
勝
久
、
深
田
伊
佐
夫
、
多
田
昌
司
、
株
式

会
社
秀
拓
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
、
立
正
佼
成
会
、
川
根
本
町
遺
族
会
、
金
光
教
曲
楽
会
関
東

支
部
、
日
本
パ
ー
カ
ラ
イ
ジ
ン
グ
株
式
会
社
、
米
原
恭
淳
、
冨
悠
輝
、
大
澤
一
久
栄
、
渡
辺
和
夫

萩
小
田
廣
男
、
翁
玉
恵
、
山
田
覚
祥
、
内
田
十
充
、
福
井
康
夫
、
時
田　

章

◎
参
拝
団
体
（
前
項
以
外
、
敬
称
略
、
順
不
同
）

　

犬
山
市
遺
族
会
、
狭
山
市
遺
族
会
、
千
代
田
区
海
洋
少
年
団
、
喇
叭
伝
承
会
、
喇
叭
保
存
会

◎
清
掃
奉
仕
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

　

阿
含
宗
清
掃
奉
仕
、
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
清
掃
奉
仕
会
、
櫻
晴
れ
清
掃
奉
仕
会
、
千
鳥
ヶ

淵
戦
没
者
墓
苑
ト
イ
レ
清
掃
奉
仕
会

◎
献
花
台
奉
仕
者
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

　

草
月
流
（
髙
橋
一
美
山
）、
古
流
正
華
道
（
芦
沢
千
啓
、
谷
本
千
裕
希
、
岡
田
千
瞳
、
岡
田
悠

花
、
内
田
裕
甫
、
中
山
実
咲
）、
一
翠
古
流
（
内
藤
理
扇
、
蓑
輪
理
佳
）、
池
坊
壺
宮
式
（
下
村

柳
泉
、
鈴
木
淑
泉
、
吉
岡
い
ず
み
）、
柴
山
古
流
・
縁
山
流
（
北
川
冷
智
、
高
畑
冷
恵
、
河
合
冷

綾
）、
日
新
流
（
小
田
切
博
新
、
佐
藤
寿
新
）、
未
生
流
（
里
村
紀
甫
、
谷
口
信
甫
、
深
谷
仁
甫

小
林
美
智
甫
、
磯
村
悦
甫
、
佐
藤
紀
甫
）、
花
古
流
（
今
井
草
悦
、
花
田
圓
夕
）

　　

令
和
6
年
9
月
30
日
ま
で
受
付
分
を
掲
載
、
10
月
1
日
以
降
受
付
分
は
次
号
に
掲
載
し
ま
す
。

　

終 戦 8 0 年 募 金

1 , 4 4 0 , 0 0 0円
累計（ 6 年 9 月30日現在）

2 8 8 , 0 0 0円
（ 8 月 1 日から 9 月30日の間）

☆募金に協力された皆様（敬称略、順不同）
飯室幹雄、大須賀弘子、芹川いち子、
加藤園栄、多田昌司、新井　茂、豊村信夫、
原田正三、萩原秀邦、笠井稲子、長田勝治、
一戸弥生、内田十允、渡邊榮三郎

（皆様のご芳志に篤く御礼を申し上げます)

挨拶する西倉氏

平和の鐘を撞く受賞生徒

法話する寺本氏川本東京教区長（右）による読経
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墓
苑
便
り（
奉
仕
会
だ
よ
り
）

　

11
月
〜
12
月
の
献
花
の
予
定

　

古
流
茂
風
流　
　
　
　
　

大
藤　

茂
風

　

国
際
華
道
如
心
流　
　
　

新
井　

礼
心

　

国
際
華
道
如
心
流　
　
　

鈴
木　

淑
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多
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来
賓
、
会
員
の
方
々
に
は
ご
多

用
の
中
ご
参
列
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

  

ま
た
、
東
京
都
隊
友
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
71
名
）
の
皆
様
に
は
、
受
付
、
案
内
、
司

会
進
行
、
救
護
、
駐
車
場
統
制
等
の
重
要
な

職
務
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
陰
様

で
無
事
慰
霊
祭
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
紙
面
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

（公財）千鳥ヶ淵戦没者墓苑奉仕会への入会のご案内
　千鳥ヶ淵戦没者墓苑奉仕会は、皆様のご支援に支えられ活動しています。
当会では皆様のご入会を心からお待ちしております。
1　会員の種類と会費

区分 名称 会　費

個人
正会員 ¥3,000/年
終身会員 ¥30,000（入会時のみ 1 回）

団体・法人
特別会員 ¥10,000/年
永代会員 ¥100,000（入会時のみ 1 回）

2�　会費の納入（納入要領は、千鳥ヶ淵戦没者墓苑奉仕会HPに記載してお
ります）

　①郵便局での振り込み
　　・郵便振替口座：記号・番号　00東京　00140−2−42556
　②銀行での振り込み（住所・氏名はメール等で別途お知らせ下さい）
　　・振込先：りそな銀行　九段支店
　　・店番号：274
　　・普通口座：0831949
　　・口座名義：公益財団法人　千鳥ヶ淵戦没者墓苑奉仕会
3　会員の特典
　・ 2 ヶ月に一回発行する広報紙「千鳥ヶ淵」（行事案内含む）を送付します。
　・秋季慰霊祭へ希望すれば参加できます。（多数の場合抽選となります）
　・永代会員名簿は、秋季慰霊祭で奉納されます。

この刊行物は、 の社会貢献広報事業として助成を受け作成されたものです。

終戦80年事業のお知らせとお願い
　来る令和 7 年、終戦80年の大きな節目を迎えるにあたり、奉仕会
は、創設の原点に立ち返り、戦没者の慰霊奉賛の気運が更に昂揚
されるとともに、この灯火が末永く国民全般特に若い世代に継承さ
れることを念願し、次の事業を令和 6 年度から実施しております。
　皆様のご協力を切にお願い致します。
1　懸賞小論文（投稿文）を募集
　・ テーマ：「戦没者慰霊のあり方（慰霊の継承）」
　・ 内容：年配者はいかに慰霊を若い人に伝えるか、若い人はそ

れをどのように受け止めるべきかなど。
　・ 規定：メールまたは郵送で応募（努めてデータで）。字数は

1200〜2000字。ワード、A− 4 、横書き。（手書きの場合、400
字詰め原稿用紙使用、鉛筆不可。）表紙に氏名（ふりがな）、年
齢、〒住所、電話番号、メールアドレス、職業を明記。応募さ
れた原稿等は返却しません。また、著作権、編集権は当奉仕
会に帰属します。二重投稿不可。

　・ 資格：不問
　・賞： 最優秀 7 万円× 1 点、優秀 5 万円× 2 点、佳作 3 万円

× 3 点（予定）
　・ 審査：千鳥ヶ淵戦没者墓苑奉仕会
　・ 応募先：〒102-0075 東京都千代田区三番町二
　　　　　　公益財団法人　千鳥ヶ淵戦没者墓苑奉仕会
　　　　　　メールアドレス：c-houshikai@boen.or.jp
　・ 応募期間：令和 6 年 7 月から令和 7 年 1 月末
　・ 問合せ先：メールアドレス　c-houshikai@boen.or.jp
　・ 発表： 最優秀、優秀及び佳作を広報紙「千鳥ヶ淵」8 月号（終

戦80年特集号）に掲載予定
　・ 季刊「公募ガイド」（秋号、10月 9 日発売）にも応募要項

を掲載
　　　WEB「Koubo」
　　　https://koubo.jp/

2 �　終戦80年募金
　・ 目的：千鳥ヶ淵戦没者墓苑のリニューアル（施設・設備等）
　・ 一口：個人 5 千円、団体 3 万円
　・ 期間：令和 6 年 7 月1日から令和 7 年12月末日まで
　・郵便振替口座：記号・番号　00東京　00140−2−42556
　・ 「終戦80年募金」と明記して下さい。
　　　公益財団法人　千鳥ヶ淵戦没者墓苑奉仕会　
　　　　　　　　　　　理事長　榊枝　宗男


